
1.

2.

(1) 目的

(2) 具体的な内容

3.

4. 　　　　　   6,489千円（Ａ）

5.

(1) 　　　　　    3,620千円

(2) 　　　　　   　 772千円

(3)

金額

　　　　　   　  千円

　　　　　   　 0千円

　　　　　 4,392千円

6.

(1)

支出先 金額

　　　　　   　  千円

　　　　　      0千円（Ｂ）

(2)

支出先 金額

翻訳発注先 　　　　　   167千円

派遣者への支給 　　　　　   594千円

印刷発注先 　　　　　   226千円

文献購入 　　　　　   　 3千円

補助者 　　　　　   798千円

　　　　　  1,788千円

7.

金額

　　　　　   309千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   309千円

8. 　　　　　   　0 ％（Ｂ/Ａ）

（財）地球・人間環境フォーラム

人件費

交付実績額

補助金等における管理費

内容

補助金等支出明細書

交付先の公益法人の名称

消耗品費

補助金等の名称 平成20年度　砂漠化対処条約に係る活動支援等委託業務

砂漠化対処条約第8回科学技術委員会において全球的な砂漠
化の評価を行うことが課題とされているため、アフリカ地域にお
ける砂漠化プロセスの評価を実施するとともに、砂漠化対処条
約科学技術委員会第1回特別会合に対して砂漠化研究の専門
家を派遣し、砂漠化対処条約への科学技術面での貢献を行うこ
とを目的とした。
(ア) アフリカ（サブサハラ地域）における砂漠化評価手法の検討
アフリカにおいて、環境省地球環境研究総合推進費「（G-2）北
東アジアにおける砂漠化アセスメント及び早期警戒体制（EWS）
構築のためのパイロットスタディ」（平成16～18年度）（以下、パイ
ロットスタディ）の研究手法を参考に、アフリカにおける砂漠化評
価を実施した。なお、実施にあたっては、パイロットスタディの主
要研究者の助言を受けた。

(イ) 専門家の派遣及び必要経費の支払い等
砂漠化対処条約への貢献を目指し、専門家を砂漠化対処条約
科学技術委員会第1回特別会合（CST-S1）（平成20年11月5日
～6日。於：イスタンブール（トルコ））に対して、恒川篤史氏（鳥取
大学・乾燥地研究センター長・植物生産分野教授）を派遣し、必
要経費の支払いを行った。また、会議資料の事前翻訳を行うとと
もに、当財団からも職員1名を派遣し、会議結果のとりまとめを
行った。

支出内容

合計

諸謝金

旅費

内容

支出内容

合計

合計

合計

印刷製本費

賃金

内容

消費税

再補助・再委託等の割合

（様式２）

外部への支出

外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

(１)以外の支出

その他

一般管理費

その他の管理費

事業の目的及び内容


